
勝山市ゼロカーボンシティ戦略の策定について（概要版）

１．策定期間 令和３年度から令和４年度まで（２年間）

２．基本方針

勝山市では、将来にわたり、安全安心に暮らすことができる豊かな環境を未来に引き継

いでいくことを目的に、資源循環、エネルギーの地産地消など地球環境への貢献につなぐ

まちづくりを進めている。

この様な状況を踏まえ、ゼロカーボンシティの実現に向けて「現状の把握」、「再エネ導

入の目標」、「戦略の策定」、「関係者との合意形成」を行い、勝山市ゼロカーボンシティ戦

略を策定することとする。

出典：環境省 HP 自治体排出量カルテ

● 勝山市の温室効果ガス排出量の推移及び内訳

出典：経年変化（左図）・内訳（右図）ともに「都道府県別エネルギー消費統計」より作図

● 勝山市のエネルギー消費量の推移と内訳
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勝山市温室効果ガス排出
量内訳（平成 30 年度）
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３．「ゼロカーボンシティ」を目指すとともに解決すべき地域課題

「ゼロカーボンシティ」を目指す中で、再生可能エネルギー関連の取り組みによって同

時解決を図りたい課題は、以下のとおりである。

４．ゼロカーボンシティ戦略策定のための取組内容（概要）

① 基礎情報の収集・現状分析

・勝山市本市における温室効果ガス排出量の状況、再生可能エネルギーのポテンシャ

ル、エネルギーにて解決できる地域課題を把握することを目的に、環境（自然含む）・

経済・社会側面から必要な情報の収集・整理を行う。

② 将来の温室効果ガス排出量の推計

・勝山市における現況及び将来の温室効果ガス排出量の推計を行う。

③ 将来ビジョン・脱炭素シナリオの作成

・ゼロカーボンシティの目指すべき姿としての将来ビジョンと、それを実現させるため

の脱炭素シナリオについて、本市の現況を踏まえながら検討する。

④ 再生エネルギー導入目標の作成

・地域のポテンシャルを最大限活用した再生エネルギー生産目標を立てる。

⑤ 政策及び指標の検討並びに重要施策構想作成

・脱炭素に向けたシナリオ及び再生エネルギー導入目標を実現するため、政策や構想・

指標を設定する。

⑥ 関係者等との合意形成会議の開催

・各部門の代表者と本市の関係部局による会議体として「勝山市ゼロカーボン戦略策定

会議」を設置し、合意形成を図る。

課題１ ごみの減量化

課題２ 再生可能エネルギーの普及・新たな利用方法の研究・実践

課題３ エネルギー代金の市域外流出の改善

課題４ 未利用地や遊休農地等の解消

課題５ 森林の保全

課題６ 老朽化した公共施設等の更新

課題７ 公共交通の利用促進・環境に配慮した次世代自動車の導入

課題８ 地域における雇用の創出



勝山市における２０５０年ゼロカーボンシティに向けて

令和３、４年度における取り組み事例（予定含む）

〇 各種計画への記載

① 第６次勝山市総合計画への記載（第３章 政策目標【 ４つの「守る」－防災減災・生活環境 】 政策３）

概 要 ： ２０５０年において勝山市がゼロカーボンシティを達成するための取り組みを行っていくことを計画に

明記する（現在、パブリックコメントを実施中）。

① 勝山市環境基本計画の見直し

概 要 ： 第２次勝山市環境基本計画について、令和３、４年度における調査・検討内容等を踏まえて、同計画内容

の見直しを行う。

〇 ゼロカーボンシティに係る人材の育成

① 地域において中核となる人材の育成

対 象 ： 学識経験者、関係事業者（市内企業・農林業・各種産業団体等）、金融機関、勝山市 他

目 的 ： 再生可能エネルギーの利用・導入促進、ゼロカーボンに向けたネットワーク構築及び相互連携に伴う

中核となる人材の発掘・育成

② 勝山市役所において、全庁的なプロジェクトチームによる検討・構想（案）の作成

対 象 ： 市役所内の中堅・若手の職員

目 的 ： 勝山市役所におけるゼロカーボンの実現に向けた検討・取り組みの創出、実行



〇 公共施設等におけるゼロカーボン化の検討

① 勝山市におけるゼロカーボンシティの目指すべき姿としての将来ビジョンと、それを実現させるための脱炭素シナリオの策定

を行う。また、公共施設等については、勝山市公共施設等総合管理計画等との整合性を図りつつ、ゼロカーボン化に向けた検

討を行う。

② ゼロカーボン推進地域の設定（予定）

対 象 ： 勝山市内の一部地域（公共施設等含む）

目 的 ： 勝山市において、他の地域に先行するゼロカーボン化に向けた重点地域又は重点施設設定を検討する。

〇 ごみの減量化推進

① 小中学校における雑がみ回収プロジェクトの実施

対 象 ： 各小中学校の児童・生徒 他

目 的 ： 各家庭において燃やせるごみとして出されている、雑がみ（お菓子・おもちゃの空き箱、紙管等）等の回収

を児童・生徒が行い再資源化を図るとともに再生紙でできた商品を利用することで、環境教育を行う。

② ごみ減量化に向けた取り組みの啓発（市ＨＰ、広報誌等）

対 象 ： 全市民

目 的 ： 勝山市におけるゼロカーボンシティへの取り組みについて、市ＨＰ、広報誌等を用いて周知を図る。あわせて、

身近でできるゼロカーボンに向けた取り組み事例を紹介し、省エネ意識の啓発を図る。

③ 事業所における紙ごみ等の再資源化の推進

対 象 ： 市内の各事業所

目 的 ： 市内の各事業所に対し、ごみの減量化・再資源化に向けた取り組み実施を依頼する。



④ フードドライブの実施（調整中）

対 象 ： 全市民

目 的 ： 家庭や職場で余っている・食べきれない食品を持ち寄り、それらを必要としている福祉団体や施設等へ寄付を

行うことで、食糧支援や食品ロスの削減を図る。


